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4）成果および今後の展望 

ﾁｬｲﾙﾄﾞﾚｼﾞｽﾀﾝｽ・ﾊﾟｯｹｰｼﾞ開発における設計指標及び評価基準の研究  

凸版印刷株式会社、トッパンプラスチック株式会社 

プロジェクトの目的 
 

◇子供の使用によるﾘｽｸを低減を配慮した 
  日用品ﾊﾟｯｹｰｼﾞの設計指針の確立 

実施方法 
 

◇子供（月齢42-51ヶ月）の男女を対象とした 
  ※ﾁｬｲﾙﾄﾞﾚｼﾞｽﾀﾝｽ・ﾊﾟｯｹｰｼﾞの開封ﾃｽﾄ 
  ※子供が容易に開封できない工夫のあるﾊﾟｯｹｰｼﾞ 

結果と考察 

図1: 被験者の年齢と性別の分布  

●開封実測ﾃｽﾄには以下の2ﾊﾟﾀｰﾝを採用した 
 ①実ﾊﾟｯｹｰｼﾞは市場に流通している紙製の液体用容器で 
  ｷｬｯﾌﾟを強く掴み回転させるﾛｯｸ機構（ｷｬｯﾌﾟ部分の樹脂  
  を3種作成し摘み部の固さのﾊﾞﾘｴｰｼｮﾝ付与）付 
 
 ②押回し計測装置はｷｬｯﾌﾟ部を押込み回転させる機構 
  ｷｬｯﾌﾟ直径：4条件×押込み力：4条件＝計16条件を用意 

◎実ﾊﾟｯｹｰｼﾞ 
（紙製液体容器） 

ｷｬｯﾌﾟ部分の固さが 
①ID#1 
②ID#2 
③ID#3 

現行品の固さ 
現行品より固い 
＃3よりさらに固い 

①特性散布状況 

 体重と身長との関係以外は年齢、体重、身長、手長、握力 

 に明確な相関はない。また，明確な性差も認められなかった。 

図2：実パッケージに対する開封失敗率 ②開封失敗率：実ﾊﾟｯｹｰｼﾞ 
ｷｬｯﾌﾟの固さが増すとﾛｯｸ解除に 
要する力は増加。開封方法を 
教えても#2と#3では全員が失敗。 
また現行品の失敗率も欧米の 
ﾁｬｲﾙﾄﾞﾊﾟﾈﾙ試験要件（85%）を 
上回っている。 

③開封失敗率：押回し計測装置 
押し下げ力が大きくなると開封 

失敗率が高くなる。 

またｷｬｯﾌﾟの直径は押し下げ力が 

大きくなると開封失敗率に与える 

影響が小さくなることが分かった。 

図3：押回し計測装置での開封失敗率分布 

◎現行品ﾊﾟｯｹｰｼﾞでも十分な安全性が検証された。 
◎押込み力が高ければｷｬｯﾌﾟの直径が安全性に 
  あまり影響を与えないことが分った。 
●さらに細かくデータを取れれば、将来的にｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝや 
  標準化にも十分結びつけることができると考える。  


